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第 3 章「既存戸建住宅居住者のリフォームおよび断熱改修に関する意識」では、築 30～
40 年を超える戸建住宅が建ち並ぶ団地において実施したアンケート調査より、住宅築年数
別のリフォーム実施状況および温熱環境の実態を明らかにした。また、築年数別、年代別
のリフォームに関する意識の違いを明らかにし、既存戸建住宅の断熱改修促進のための対
策について検討した。 
第 4 章「高性能自然エネルギー利用住宅の調査概要とエネルギー消費量」では、東京都
府中市に建つ高性能かつ自然エネルギー利用住宅（Nearly ZEH）における実測調査を元に、
対象邸と一般の戸建住宅とのエネルギー消費量の比較、および設計一次エネルギーとエネ
ルギー消費量実測値の比較などから、エネルギー消費量の実態を明らかにした。 
第 5 章「高性能自然エネルギー利用住宅における住まい方と居住者意識の変化」では、
対象邸における実測およびアンケート調査から、住まい方によるエネルギー消費量の違い
を明らかにした。また、省エネ教室やその他の情報提供によって居住者の意識や住まい方
がどのように変化したかを明らかにした。高性能邸においても住まい方によってエネルギ
ー消費量が大きく異なること、情報提供によって居住者がそれぞれの住まい方に合わせた
快適で省エネな住まい方を選択できること、またそれによって温熱環境満足度が高まる可
能性があることなどを示した。 
第 6 章「総括・結論」では各章の総括を記すとともに、戸建住宅の高断熱化や省エネに
対する居住者意識の現状と課題を明らかにし、温熱快適性および省エネ性向上のための対
策や提案をまとめた。 
